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神鍋高原





気候変動による異常気象、人口減少による後継者不足が

大きな社会問題となっている現在、自然と人を資本とす

る神鍋高原において、１００年後も神鍋高原の観光を存

続するために、気候変動対策や後継者不足に関するアク

ションを学び、行動していく。

さらに、その取組みを継続し、発信し、選ばれ続けてい

く観光地として確立する事を目的とする。

2022年10月、日高神鍋観光協会サステナブルツーリズ

ム委員会として発足

事業の目的





平田 仁子氏

井田 徹治氏

気候変動×観光について

考える vol.1
蓑島 豪 氏

三浦 秀一氏

気候変動×観光について

考える vol.2
小松 吾郎氏

吉沢 直 氏

気候変動×観光について

考える vol.3
白馬村

野沢温泉村

視察研修

最初の取り組み
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降雪量の減少

2013～2022年までの10年間の平均降雪量は
1970～1979年の48%と半分以下に減少。

平均337.6cm

平均162cm

48%



宿泊者数の減少

2010年代*の平均年間宿泊者数は
2000年代の70%と3割減。

* 2000年～2019年。
2020～2022年は新型コロナウイルス感染拡大の
影響が大きい為、2019年までの数字で比較。

70%

宿泊者

数

平均114,578人

平均80,407人



地域の担い手不足

2000年に173軒あった宿泊施設の
営業件数が2023年には38%の67軒に*

* 夏期の営業件数

38%

173軒

67軒



気候変動対策
カーボンニュートラル

地域資源の活用と再生
ネイチャーポジティブ

選ばれる観光地づくり
サステナブルツーリズム



清滝小学校断熱ワークショップ



地域共同基金「1% for Local」







サステナブルツアー造成









豊岡市が脱炭素先行地域に選定
コウノトリ羽ばたくサステナブルな脱炭素観光地域づくり

～脱炭素による地域産業の再生・創出と地域の自然・文化の再生・創出～

共同提案者

(一社)日高神鍋観光協会

(一社)Climate Integrate

株式会社カネカ

ハチドリソーラー株式会社

株式会社ボーダレス・ジャパン

株式会社但馬銀行

但馬信用金庫

たじま農業協同組合

株式会社JTB



なぜ気候変動×観光に取り組むのか

→ 神鍋での挑戦は
「地域発のイノベーション」

・多くの地域はまだ「気候変動＝環境問題」と捉え、

観光に結びつけていない

・脱炭素をコンテンツ化する取り組みは全国でも先進的

・行政 ×民間 ×地域住民が三者協働で

動いているケースも珍しい



持続可能な観光地へ

観光で地域の未来をつくる

そして

地域から社会の変化をつくる

気候変動対策を切り口に持続可能な観光の実現を目指しています。
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